










はじめに 

いわゆるグレーゾーンの乳幼児のフォローに関しては,(1)医療面,(2)教育面(3)行政面,か

らのアプローチが必要である。この内,医療面はさらに診断面と治療面に分けられる。本年

は診断面に関する問題の一つとして,floppy infantにおける筋生検の適応に関して検討を

加えた。 

floppy infant に接した場合,その確定診断のための筋生検の適応については定まった基準

はない。すべての floppy infant に筋生検を施行すれば,確かに診断あるいは鑑別診断の参

考にはなるだろうが,出来れば不必要な筋生検は避けたいところである。一方,筋生検によ

って始めて診断が確定される症例も当然ながら存在する。そこで自験例について臨床像と

筋生検所見を対応することにより,floppy infant に対する筋生検の適応について若干の考

察を加えたので報告する。 


